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１ 河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

(1)流域および河川の概要

落堀川は、その源を新潟県北蒲原郡中 条町の櫛形山脈（標高446.4ｍ）に発し、山間部
おちぼり きたかんばら なかじょう くしがた

から平野部にかけては舟戸川と呼ばれ、南西に流下し、見透川等の支川を合わせ落堀川と
ふな ど みとおし

、 、 、 。なり 藤塚浜において日本海に注ぐ 流路延長12.9km 流域面積86.47km の二級河川です2
ふじつか

その流域は、新発田市、中条町、紫雲寺町、加治川村の１市２町１村からなり、北蒲原
し ば た し う ん じ か じ が わ

地方における社会、経済の基盤をなし、本水系の治水、利水、環境についての意義は極め

て大きいものとなっています。

流域の気象は、夏は小笠原気団の影響を受け、南東の季節風が吹いて高温多湿となり、

冬はシベリア気団の影響を受けて北西の季節風となり低温多雨（多雪）となる典型的な日

本海岸式気候に属しています。山間部には積雪がみられますが、多くの豪雪地帯を有する

新潟県の山間部の中では比較的少ない方です。

近年22ヶ年の年間降水量は中条観測所で約1,600～2,600mm、年間平均気温は12.0～14.3

℃となっており、降水量のやや多い地域となっています。

流域の地形は、東側の源流部周辺は海抜200～560ｍのなだらかな櫛形山脈からなり、臨

海部には沿岸流によって堆積された砂丘が、北では約1.5kｍ、南では約4.0kｍの幅で広が

り、その背後地には平野が広がっています。平野は今泉川上流部が、加治川扇状地前縁部

の三角州性低地にあたり、舟戸川・柴橋川上流部は、胎内川の扇状地にあたります。そし

て、それらの末端に取り囲まれるように旧紫雲寺潟低地が広がっていることから、水害に

遭いやすい地形となっています。

流域の地質は、最上流部は花崗閃緑岩から成っており、続いて海岸へ向かい礫岩、硬質

、 。 、泥岩 泥岩と帯状に続いています 平地部はすべて第四紀完新世の沖積層からなっており

以前潟であったことから非常に緩やかな勾配を示しています。表層は細粒化したヘドロ状

のシルト及び粘土です。

河川及び流域の環境は 源流部である最上流域は自然豊かな胎内二王子県立自然公園 櫛、 （
たいないにのうじ

形山脈地区）に指定されており、ナラを主体とした天然広葉樹林からなっています。この
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地域には野生のサクラの分布地である貴重な「橡 平のサクラ樹林」があり、国指定天然
とちだいら

記念物に指定されています。山麓から中腹にかけてはスギの人工林が多く、一部平野部に

接する低山帯にアカマツの天然林がみられます。舟戸川は渓流の様相を呈する自然豊かな

櫛形山脈を抜け平野部に出ると、一転して水田地帯を流下します。水面には抽水植物であ

るナガエミクリが漂い、カワニナを餌とするゲンジボタルの生息が見られます。

中流域は上流域に続き新潟県内有数の穀倉地帯が広がっており、典型的な田園景観を呈

しています。舟戸川は河口より約3.5km地点で見透川と合流し、落堀川と名を変えます。

合流点付近は、マコモ、ミクリ群落等の抽水植物により発達した中州があり、小魚が隠れ

家として利用しています。そしてそれらを捕食するカワセミが棲むなど数多くの生物が生

息する空間となっています。また、周囲の田園地帯には、冬期、コハクチョウの大群が飛

来し、採食場として利用しています。

下流域は砂丘地を開削したため、両岸が僅かに盛り上がる地形となっています。両岸に

は秋に実をつけるオニグルミが分布し、中州にはヤナギ類の高木も点在しています。河道

内には、かつての潟の名残であるコウホネやミクリが発達して群落を形成しており、茂み

が多く、落ちついた景観を呈しています。水面には小魚を捕食するカイツブリが泳ぎ、空

には中・大型魚を好むミサゴが舞うなど様々な生物が生息しています。また、落堀川では

漁獲対象としてモクズガニが放流されており、河道内を上下流に広く移動しています。河

口付近は防砂・防風林としてのアカマツ植林が砂丘地帯を覆うように広く分布しており、

農地として改良された畑地も分布しています。藤村橋より下流左岸側は漁港区域に指定さ
ふじむら

れており、数多くの漁船やボートが係留されています。また、この区間は汽水域となって

おり、水面が広く、水辺へのアクセスも比較的容易なことから、地元住民によって釣りの

場として利用されています。

水質に関しては、落堀川、舟戸川は環境基準Ｂ類型(3mg/l以下)に指定されており、平

成３～12年の公共水域水質測定結果ではBOD75%値が1.7～2.1mg/l（藤村橋地点）と良好な

水質を保持しています。

本水系の治水事業は、阿賀野川、胎内川、加治川などを含む北蒲原地方の治水事業の出
あ が の か じ

発点であり、紫雲寺潟干拓の歴史に凝縮されています。

、 、 、本流域の低平地の大部分は 西暦1600年代頃まで 砂丘後背地に広がる紫雲寺潟であり

現在の加治川が流入していました。その地形から、胎内川、加治川という大河川の氾濫被
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害を受けやすく、洪水防御のために多くの資材が費やされてきました。

この地域は、慶長３年（西暦1598年）の仏島開削により治水事業の第１歩が標され、以

後数多くの工事が繰り返し行われてきました。落堀川は、これらの事業の１つとして享保

６年（西暦1721年）に紫雲寺潟排水を目的として行われた長者堀の開削（現落堀川）に
ちょうじゃぼり

より誕生しました これが紫雲寺潟全面干拓の第１歩です 当時は深さ約２ｍ 河床幅約10。 。 、

ｍ、川幅約20～30ｍの排水路でしたが、享保13年（西暦1728年）には再掘が行われ、川幅

約40ｍ、深さ約５ｍとなりました。この工事に引き続き、境 川の締め切り（現加治川と
さかいがわ

の分離 、松ヶ崎分水路開削と翌年の雪解け洪水による本流化（現阿賀野川 、菅谷川の） ）
まつがさき

瀬替え（現坂井川との分離）等が行われ、ようやく大野、相馬、俵橋、大中島などの新田
さか い

が誕生しました。その後、明治21年（西暦1888年）に胎内川放水路開削（現胎内川 、大）

正３年（西暦1914年）に加治川分水路開削（現加治川）が行われて、ほぼ現在の北蒲原地

方の河川形態となりました。

このようにしてできあがった落堀川は、昭和初期まで管理者がなく、流域各村が必要に

応じて協議をもち、河川施設の修復を行っていました。昭和21年、落堀川改修実行委員会

が結成され、土地改良事業により、落堀川の計画高水流量を63m /sとして本川及び支川の3

改修が行われ、昭和33年３月に竣工しました。

本格的な河川改修事業は、昭和41年７月の下越水害、昭和42年８月の羽越水害と、大水
かえ つ う え つ

害が２年連続して発生したことを契機として実施されました。特に、昭和42年８月の羽越

水害による被害は 全壊家屋約60戸 床上浸水・半壊家屋約1,800戸 床下浸水家屋約3,350、 、 、

戸と未曾有の大水害でした。このことから、昭和60年に基準地点落堀橋における計画高水

流量を800m /sとする工事実施基本計画を策定し、藤塚浜地先から船戸地先、相馬地先ま3

での築堤、護岸、掘削等を実施してきました。しかし、近年10ヶ年でも、平成５年、平成

、 、 。９年 平成10年と度々見透川中流域が被災しており 治水施設の整備は不十分な状況です

なお、過去に高潮災害はありません。日本海側の干満の差が少ないことや、既往最高潮

位（T.P.1.1ｍ）が、河口周辺の地盤高と比較して低いことも一助となっています。

河川水の利用については、隣接する河川からの取水と合わせて、農業用水源として

約4,200haに及ぶ耕地のかんがいに利用されています。紫雲寺潟を干拓してできたこれら

の耕地の約96％については、隣接する加治川水系や胎内川水系より河川水を取水し供給さ

れ、残りの約4％を自流の河川水によりかんがいしています。
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(2)河川の総合的な保全と利用に関する基本方針

落堀川水系における河川の総合的な保全と利用に関する基本方針としては、河川工事の

現状、水害発生の状況、河川の利用の現況及び河川環境の保全を考慮し、また、関連地域

の社会経済の発展に対応するよう「新潟県長期総合計画 「新潟県環境基本計画」等と」、

、 、の整合をとり 土地改良事業等の関連工事及び既存の水利施設等の機能の維持に配慮して

水源から河口まで一貫した計画のもとに、次のように河川の整備を図ります。

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関しては、昭和42年８月の戦後最大洪水及び県

内他河川の整備規模等を勘案し、落堀川の基準地点落堀橋において、１００年に１回程度

の降雨で発生する洪水を安全に流下させることのできる整備を目指します。また、支川に

ついては、本支川および上下流間のバランスを考慮し、整備を進めます。

このため、堤防の新設、拡築及び掘削を行い河積を拡大し、護岸等を施工して洪水の安

。 、 、全な流下を図ります また 整備途上段階の施設能力や計画規模を上回る洪水に対しても

できるだけ被害を軽減するため、洪水情報の収集、提供を行うとともに、情報伝達体制、

警戒避難体制の整備や地域の水防活動などの体制強化を支援します。

河川水の利用に関しては、流域内のかんがい面積の約96％が他水系からの河川水の取水

により供給されていることと相まって、近年、顕著な渇水被害や水不足もなく、良好な河

川環境のもとに北蒲原地方の発展にかかせない農業用水が確保されていることから、今後

、 、 。とも 社会・経済情勢の変化等を勘案しながら 適正な水利用が図られるように努めます

また、渇水時においては、河川パトロールを行い渇水状況を把握するとともに、その結果

に基づき被害軽減のため、情報提供等を行うなどにより、地域住民の協力を得られるよう

努めます。

河川環境の整備と保全に関しては、のどかで美しい田園地帯を貫流する河川環境を保全

するとともに、紫雲寺潟の干拓という大事業の歴史を途絶えることなく後世に継承してい

くことを基本理念として、河川環境に配慮した整備を進めます。

上流域は農業用水路的な区間が多く、抽水植物であるナガエミクリが分布し、また上流

域の支川金山川や箱岩川には清らかな水環境を必要とするゲンジボタルの生息がみられる

ため、自然環境、社会環境の総合的な調整を図りながら、これら水生生物の生息環境の保
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全に努めます。

中流域は中州・河岸に繁茂するヨシ、マコモ等の抽水植物群落が、オイカワ等の稚魚や

陸上の昆虫類、それらを捕食する鳥類等、様々な生物にとって貴重な生息空間となってい

るため、この良好な空間を保全しながら、多様な河川環境の創出を図っていきます。加え

て見る人に安らぎを与える美しい田園地帯を貫流する景観の保全に努めます。

下流域は砂浜海岸やアカマツが植林された砂丘地が残る特徴的な景観を有するととも

に、砂丘地を掘り切った干拓の歴史を学ぶ場としても貴重な空間であるため、これら周辺

環境に配慮しつつ河川環境の保全に努めるとともに、歴史の学習の場となるよう地域と連

携しながら河川管理を進めていきます。

また、上中流域の人家に近いところでは身近なやすらぎ空間、環境教育の場が確保でき

るよう努めます。

河川の維持管理に関しては、災害の発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能

の維持及び河川環境の保全の観点から、適切に行います。

特に、落堀川は低平地を貫流する築堤河川であることから、河川管理施設の適正な機能

の維持を図るため、定期的な巡視、点検等を行い、河畔に生育している胡桃等の樹木によ

、 、 、る環境上の機能や治水面を考慮するとともに 動植物の保護 景観の保全に配慮しながら

河道内の草刈り、伐木、河口部の埋塞土砂の除去等を行います。

また、河川の維持管理は、流域の人々の理解と協力なくしてはできないことから、不法

、 、 、 。 、投棄の防止 水質監視等河川環境の保全を 地域との連携 協力のもとに行います 特に

落堀川は排水河川のイメージが強いことから、水質の測定結果など落堀川の河川環境の現

況について、幅広く地域に公表・ＰＲし、相互理解を深めます。
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２．河川の整備の基本となるべき事項

(1)基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分に関する事項

基本高水は、戦後最大洪水、流域の重要性等を踏まえ、概ね１００年に１回発生する規

模の降雨による洪水について検討した結果、そのピーク流量を基準地点落堀橋におい

て800m /sとします。3

基本高水ピーク流量等の一覧表
（単位：m /s）3

基本高水の 洪水調節施設 河道への
河 川 名 基準地点名

ピーク流量 による調節流量 配分流量

落 堀 川 落 堀 橋 800 － 800

(2)主要な地点における計画高水流量に関する事項

計画高水流量は、舟戸川、見透川等の支川の流量を合わせて、基準地点落堀橋におい

て800m /sとします。支川舟戸川については舟戸橋地点において370m /s、支川見透川につ3 3

いては俵橋大坪橋地点において300m /sとします。3
たわらばしおおつぼばし

落堀川 計画高水流量配分図

舟
戸
川 単位：m /s3
370 ●舟戸橋 ■基準地点

●主要な地点

日

落堀川 300
本 800 見透川

●
海 ■ 俵

落 橋
堀 大
橋 坪

橋
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(3)主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に関する事項

本水系の主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る概ねの川幅は、次表のと

おりとします。

主要な地点における計画高水位及び川幅一覧表

河 川 名 地 点 名 河口または合流点か 計画高水位 川幅
らの距離（km） T.P.（ｍ） （ｍ）

落 堀 川 落 堀 橋 河口から 3.0 ＋4.25 100

舟 戸 川 舟 戸 橋 合流点から1.2 ＋5.35 60

見 透 川 俵橋大坪橋 合流点から1.7 ＋5.48 50

（注）T.P.：東京湾中等潮位

(4)主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項

流域内の既得水利としては、農業用水として約0.722m /sの許可水利と、慣行水利があ3

ります。

流域内のかんがい面積の約96％が、隣接する加治川水系、胎内川水系からの河川水の取

水により供給されていることと相まって、近年、顕著な渇水被害や水不足はありません。

なお、舟戸橋地点から本川下流における既得水利はありません。

流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、今後、流況や利水等の河川状

況の把握に努め、動植物の生息地又は生息地の状況、流水の清潔の保持等の観点から、調

査検討し設定します。
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